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東

オヒ

大

E
R挨
雄

一づ向。
ょ
常
赤

ん」
F

拳
J

す
思
い

‘1
山
間
陥
仏
企んと

rp作
|

第
卜
二
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
く

一
年
、
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご
健
勝

で
お
過
こ
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

一
年
の
五
な
活
動
報
告
と
皆
機
の
近
況
を

臨
時
明
刊
号
に
託
し
て
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で、

お
目
通
し
下
さ
い
。

昨
秋
卜
一

月
の
総
会
は
、
新
宿
の
麗
浮

大
学
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
本
部
会
長

の
本
郷
一

夫
教
育
学
部
長
、
仙
台
支
部
の

渡
遺
宣
隆
支
部
長
・
軍
司
啓
事
務
局
長
・

閥
口
隆
元
支
部
長
を
ご
来
賓
に
迎
え
総
勢

三
十
四
名
で
の
開
催
で
し
た
。

記
念
講
演
は
、佐
藤
門
哉
氏

(
数
社
卒
)

か
ら

「三
・
一一

東
日
本
大
震
災
の
報
脅
」

と
題
し
、
郷
里
南
三
陸
町
の
被
災
状
況
や

教
訓
、
復
興
活
動
の
現
状

・
課
題
な
ど
貴

重
で
生
々
し
い
報
告
が
あ
り
、
被
災
地
の

厳
し
い
現
状
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
を
地
階
「
三
国

一
」
に
移
し
て
の
懇

親
会
は
、
挿
入
写
真
の
様
に
和
や
か
で
実

に
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

十

一
月
十
八
日
開
催
の
仙
台
支
部
総
会

.
懇
親
会
に
は
星
が
関
東
支
部
を
代
表
し

て
参
加
し、

仙
台
支
部
の
皆
様
と
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

年
明
け
の
三
月
に
は
事
務
局
長
交
代
に

伴
う
引
継
会
を
鬼

・
小
林
両
氏
と
忌
の
三

名
で
実
施
。
四
月
仙
台
で
の
教
育
学
部
同

東
北
桔
子
整

同
学
部
関
東
ぜ
雷
同
窓
会
会
長

星

永

揚

(
教
育
社
計

四
卒
)

窓
会
理
事
会
に
は
家
根
顧
問
と
恵、

五
月

東
京
で
の
萩
友
会

(令
学
同
窓
会
)
附
東

支
部

・
本
部
打
合
せ
会
に
は
堀
能
副
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

七
月
開
催
の
東
北
大
学
百
六
周
年
萩
友

会
関
東
交
流
会
に
は
、
江
川
・

佐
倉

・
野

原

・
堀
範

・
家
根
の
各
氏
に
星
が
参
加
し
、

他
学
部
同
窓
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
は
学
士
会
館
で
第

一
凶
役

員
会
を
実
施
し
今
日
に
至
り
ま
す

u

十
二
期
も
後
半
の
一
年
に
入
り
ま
す
が
、

「
会
員
交
流
と
会
員
拡
充
の
強
化
、
本
部

・
仙
台
支
部
と
の
連
携
強
化
」
の
主
方
針

を
踏
ま
え
、
役
員
一
同
同
窓
会
活
性
化
に

努
め
る
所
存
で
す
。
会
運
営
に
つ
い
て
の

希
望
・
要
望
も
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

講師佐蔵 門哉氏

(教育社会'64年卒・南三陸町復興協会理事)
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首
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千
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主
)
百
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Fr

l
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句

L

F

t
h
i
t

東
花
夫
学
教
育
昌
平
部
関
東
地
区
同
窓
会
副
官
官
長

i
嘱寵
し
委
暖
き
良
心

恒
例
の
萩
友
会
附
東
支
部
交
流
会
が
七

月
十
五
日、

三
八
O
名
の
参
加
の
も
と
丸

の
内
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
女
子
に
大
学
の
門
が
聞
か
れ
て

一
O
O年
目
に
当
た
り
記
念
講
演
は
二
人

の
女
子
研
究
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

東
北
帝
国
大
学
は
、
一
九

O
七
年
に
東

京
帝
大
、
京
都
帝
大
に
次
い
で
三
番
目
に

創
設
さ
れ
そ
の
開
学
の
理
念
は
「
研
究
第

一
」
「
門
戸
開
放
」
「
実
学
尊
重
」
で
、
創

立
六
年
後
の

一
九

二
二
年
に
「
門
戸
開
放
」

の
理
念
を
実
践
し
三
人
の
女
子
学
生
の
入

学
を
受
け
入
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
(
現

在
の
理
学
部
に
)。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
る
記
念
講

演
は
文
学
研
究
科
の
芳
賀
准
教
授
に
よ
る

「
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
と

3
D
」
、
医
学
研
究
科

の
出
様
教
授
に
よ
る
「
玄
己
目
細
胞
の
発

見
」
で
、
芳
賀
先
生
の
講
演
は
最
新
の

I

T
技
術
が
古
代
美
術
の
真
実
を
解
き
明
か

す
か
ら
く
り
を
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
さ
れ
、

ま
た
出
深
先
生
の

Z
5
0
細
胞
発
見
は
再

生
医
療
の
可
能
性
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

再
生
医
療
分
野
で
は

I
P
S
細
胞
が
良
く

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ζ
Z
8
細
胞
の

発
見
は
腫
域
性
を
持
た
な
い
多
能
性
幹
細

胞
の
発
見
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
臓
器
や
そ

の
機
能
を
安
全
に
取
り
戻
す
夢
を
与
え
て



(2) 

く
れ
る
お
話
し
で
し
た

(三
己
完
細
胞
に

つ
い
て
詳
し
く
は

N
E
T
検
索
を
試
み
て

く
だ
さ
い
)
。

東
北
大
学
は
里
見
総
長
の
下
「
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛
躍
」
を
掲
げ
、
開
か
れ

た
大
学
運
営
を
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
今
回
の
二
人
の
研
究
者
も
本
学
の

卒
業
生
で
は
な
く
芳
賀
先
生
は
東
大
(
文

学
部
)
を
、
出
深
先
生
は
千
業
大
学

(医

学
部
)
を
卒
業
さ
れ
た
方
々
で
す
。
こ
う

し
た
方
々
が
母
校
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

国
籍
、
人
種
、
性
別
、
年
齢
な
ど
に
と
ら

わ
れ
ず
、
真
に
優
秀
な
人
材
を
登
用
し
て

こ
そ
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
へ
の
飛
躍
が
期
待

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

萩
友
会
関
東
支
部
交
流
会
に
は
教
育
学

部
卒
業
生
は
毎
年
数
名
の
参
加
者
し
か
お

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
年
大
変
為
に
な
る
お

話
が
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
皆
株
方
の
ご
参

加
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

A

マ
東
北
大
学
萩
友
会

(校
友
会
)

二
O
O七
年
十
月
、
東
北
大
学
ホ
l
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
l
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
全
学

同
窓
会
総
会
に
お
い
て
、
全
学
同
窓
会
の

発
展
的
改
組
に
よ
る
校
友
会
設
立
構
想
が

提

案

さ

れ

承

認

・
発

足

さ

れ

た

。

二
O
O九
年
、
会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
広
ま
り
の
願
い
を
込
め

「東
北
大
学

萩
友
会
」
を
正
式
名
称
と
し
た
。
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「
同
窓
会
本
部
• 
仙
台
支
部
か
ら
」

こ
の
と
こ
ろ
大
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を

巡
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

国
の
政
策
と
し
て
も
、
現
在
も
山
英
語
だ

け
で
学
位
が
取
得
で
き
る
コ

ー
ス
の
増
加、

ω留
学
生
却
万
人
剖
画
、
同
国
際
化
を
目

指
す
中
心
大
学
構
想
(
グ
ロ

ー
バ
ル
叩
)

な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
と
し

て

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
大
学
」
構
想

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
国

公
私
立
を
問
わ
ず
、
世
界
水
準
の
教
育
研

究
を
進
め
る
「
ト
ッ
プ
型
」
叩
校
と
積
極

的
な
国
際
教
育
に
よ

っ
て
海
外
で
通
用
す

る
人
材
を
育
て
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
牽
引
型
」

却
校
を
指
定
し
、
今
後
叩
年
の
う
ち
に
、

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
別
に
日
本
か

ら
凶
校
以
上
を
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ
る
と
い

う
梢
想
で
す
。
東
北
大
学
も
「
ト
ッ
プ
型
」

叩
校
に
入
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
国
際
化
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部
も
、
こ
こ

数
年
、
国
際
化
に
向
け
た
い
く
つ
か
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
お

け
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
二

O
一一

年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

「
ア
ジ
ア
共
同

学
位
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
学
院
の
修

士
課
程
(
博
士
前
期
謀
程
)
の
学
生
を
対

象
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
教
育
課
題
に
対
応

で
き
る
教
育
指
導
者
、
を
養
成
す
る
た
め

の
共
同
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
川

英
語
に
よ
る
サ
マ

l
コ
l
ス、

山
外
国
人

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
に
よ
る

集
中
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
て
、

削
教
育
学
研

究
科
の
大
学
院
生
と
韓
国
の
高
麗
大
学
の

大
学
院
生
と
の
研
究
交
流
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

学
部
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
、
海
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う

「海
外
教
育
演
習
」
を
授
業
科

目
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
達

正
宗
が
支
倉
常
長
を
団
長
と
し
た

「慶
長

造
臥
使
節
団
」
を
派
遣
し
て
か
ら
四
百
年

に
当
た
る
年
に
ち
な
ん
で
、

現
在、

「
教

育
学
部
支
倉
学
生
交
流
委
只

(同
日
開
一

回

目
的

σ
W
C
「
白

H
D
け
巾
円
コ
白

Z
O
D回
一
印
門
戸
三

O
D門

g
E
C
S丘
O
口
)
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
学
生
た
ち
は
川
海
外
協
定
校

へ
の
訪
問
、
山
学
部
の
国
際
化
に
合
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

・
運
営
、

同
国
際
交

流
行
事
に
お
け
る
教
育
学
部
の
広
報
な
ど

の
活
動
を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す。
現
在
も
同
窓
会
か
ら
は
、
大
学
院
生
の

国
際
学
会
で
の
発
表
に
対
す
る
渡
航
費
用

の
援
助
な
ど
の
点
で
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、今
後
と
も
教
育
学
研
究
科
・

教
育
学
部
の
国
際
化
に
向
け
て
さ
ら
な
る

協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

・す
。
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め
て
石
巻
や
岩
沼
の
被
災
田
か
ら
平
年
並

み
の
収
穫
量
が
上
が
り
ま
し
た
。
多
く
の

支
援
を
受
け
塩
害
を
三
年
で
乗
り
越
え
ま

し
た
。

一
つ
は
今
月
末
に
サ
ン

・
フ
ァ
ン

号
出
帆
四
百
年
祭
が
三
年
ぶ
り
の
サ
ン

フ
ァ
ン
館
再
開
に
当
た
り
石
巻
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
二

O
一
三
年
は
日
本
が
ス
ペ
イ

ン
に
初
め
て
の
公
式
使
節
団
を
送

っ
て
か

ら
四
百
年
目
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
仙

台
藩
の
侍
が
務
主
伊
達
正
宗
の
命
で
太
平

洋
と
大
西
洋
を
渡
り
ス
ペ

イ

ン

・
ロ
ー
マ

へ
向
う
た
め
建
造
さ
れ
た
ガ
レ
イ
船
の
名

が
サ
ン

・
フ
ァ
ン

・
パ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
で

す
。
こ
の
復
元
船
が
石
巻
市
波
波
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
津
波
や
突
風
で
展
示

館
共
々
破
損
し
ま
し
た
が
、
補
修
が
終
わ

り
展
示
再
会
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
出

帆

し

た

一
六
一
一
一一

年

の

三

年
前
、

二
ハ
一
一
年
に
慶
長
三
陸
津
波
が
あ
り
同

じ
よ
う
に
塩
害
が
起
こ
り
十
年
間
も
続
い

た
と
い
い
ま
す
。

今
回
の
塩
害
は
刻
々
と
克
服
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
他

の
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
復
旧
復
興
が
進
展
し
前
に
も
ま
し
て

発
展
し
て
い
く
証
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

復
興
の
更
な
る
促
進
と
、
質
問
窓
会
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

来
初

臨時増刊号きょうかん(3) 

同
窓
生
の
声

第
卜
二
回
総
会
の
出
欠
返
事
の
葉
市
固
に

添
え
ら
れ
た
お
語
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
(
お
名
前
の
敬
称
省
略
)

な
お
、
懇
親
会
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
感

じ
取
J

て
い
た
だ
く
た
め
、
随
所
に
ス

ナ

ッ
プ
写
真
を
挿
入
い
た
し
ま
し
た
。

大

宮

根

良

衛

老
化
が
目
立
ち
ま
す
が
平
穏
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
書
庫
で
読
書
三
味
。

{教
育
折
円
学
百
年
卒

山
梨
県
叩
府
市
在
住
)

若

林

茂

ご
案
内
あ
り
が
と
う
。
欠
席
し
ま
す
。

皆
々
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。
近
現

代
史
に
関
す
る
本
を
m
む
い
て
過
ご
し
て
い

ま

す

二

O
O五
年
以
来
、
本
年
ま
で
に

七
冊
山
版
し
ま
し
た
。
死
ぬ
ま
で
に
十
冊

は
山
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

(教
育
哲
学
四
年
'M
r
北
海
道
札
幌
市
在
住
)

鈴

木

重

雄

ご
成
会
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
震
災

か
ら
の
復
興
を
念
じ
る

H
々
で
す
。
美
し

い
東
北

の
自
然
と
人
々
の
笑
顔
を
。

P

教
育
哲
学
判
年
hMr
静
岡
県
浜
必
市
在
住
)

木
村

俊

都
内
の
中
学
校
で
校
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
当
円
は
勤
務
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま

す
。
ご
盛
会
を
お
祈
り
し
ま
す
。

(教
育
哲
学

ηノ
長
十
ぃ
主
義
西
京
京
市
有
住
)

U
O人
X
V
O
A
V

木

戸

裕

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な

っ
て

い
ま
す
。

当
日
で
す
が
、
高
附
経
済
大
学
に
非
常
勤

講
師
で
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、

東
京
駅
に

若
く
の
が
十
八
時
過
ぎ
と
な
り
ま

す
。

十
八
時
三
十
分
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
中
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
教
育
哲
学
現
主
十
東
京
都
板
間
以
荘
住
)

凸
X
Y
O
A
X
V
O
λ
V
O
A
X
V
O
A
Y
O
A
X
V
O
A
X
V凸
x
v
o
λ
x
v
o
λ
Y
?
八

Y

。Ax
v
o
o

西
山

拓

本
年
十
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

い
た

の
で
す
が
、
十

一
月
十
六
日
は
仕
事
の
都

合
で
出
席
す
る
こ
と
が
山
来
ま
せ
ん
。
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

(教
育
哲
学
予

者
十
東
京
都
目
黒
区
在
住
)

{事
務
局
よ
り
}

新
規
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

同
期

・
同
窓
で
未
入
会
の
方
を
ご
存
知
の

場
合
、
ぜ
ひ
入
会
を
お
勧
め
下
さ

い
。

A
X
Y
O
A
X
Y
O
O
A
X
V
O
A
X
V
O
A
X
v
o

。入xy
o

。hxv
o
h
x
x
凸
X
Y
V
O
A
X
V

家
根

敏
明

さ
ん
ま
の
季
節
が
来
て
北
七
番
丁
の
寮

の
庭
に
夕
方
亜
炭
の
臭
い
が
立
ち
こ
め
は

じ
め
る
と
、
寮
祭
の
準
備
が
忙
し
く
な
り

ま
す
。
大
太
鼓
を
叩
き
、
ど
て
ら
行
列
で

で春 ー
すは番

22 0遠 T
晋 くに
性 な繰
会 りり
宮ま出
~ しし
すf たて
声 。か
郁総ら
すtJ. .Lλ 」ー

iii 云ハ

公が 十
位楽年
在し
荏 み 青

小

川

文

弥

幹
事
役
ご
背
労
様
で
す
。
前
々
凶
よ
り

賀
会
を
退
会
し
た
く
ご
連
絡
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
下
さ
い
。

(教
育
社
会
・
お
年
ホ
「
崎
烹
川
以
来
松
山
市
在
住
)

{事
務
局
よ
り
}

了
解
い
た
し
ま
し
た
。
手
続
き
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
元
気
で
お
過
ご
し

下
さ
い
。

長
谷
川

嵩

本
年
八
月
、
喜
寿
を
迎
え
、
ま
す
ま
す

元
気
で
頑
張
る
つ
も
り
。
今
年
、
三
月、

盛
岡
に
東
北
大
震
災
支
援

P
で
、
歌
い
に

行
っ
て
米
ま
し
た
。

(教
育
村
会
国
ノ
苦
γ

神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
)

懇言葉会(於三国一)

本郷同窓会長をお迎えして



(4) 

太

田

武

久

地
医
の
社
会
教
育
(
と
く
に
文
化
祭
)

等
に
携
わ
っ
て
、
新
者
達
の
参
加
の
数
が

少
な
い
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
盛

会
を

l
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(教
育
社
会
初
年
卒
栃
木
県
足
利
市
在
住
)

臨時増}IJ号

西

村

孝

雄

現
在
、
保
護
司
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

宮
城
刑
務
所
へ
の
視
察
を
含
め
た
研
修
旅

行
が
こ
の
日
重
な
り
、
山
席
で
き
ま
せ
ん
。

感
会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

(教
育
社
会
出
年
卒
東
京
都
中
野
氏
在
住
)

きょうかん

吾

田

萱

明

体
調
を
崩
し
、
足
腰
が
痛
い
の
で
、
今

回
は
欠
席
し
ま
す
。
案
内
あ
り
が
と
う
。

(教
育
社
会
切
手
牟
埼
玉
県
狭
山
市
在
住
)

佐
久
間

孝
正

渡i墨支部長他仙台支部の皆さんと

当
日
は
浜
松
に
出
張
し
て
い
ま
す
が
何

と
か
駆
け
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

遅
れ
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
。
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

(教
育
社
会
hw年
卒
ボ
京
都
西
東
京
市
住
住
)

宅

菅

野

正

週
一

-
映
画
館
、
過
二
プ

l
ル
通
い
、
そ

れ
に
お
酒
を
少
々
、
健
康
第

一
に
や
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

侃
歳
、
ロ

ッ
ク
&
ロ
ー
ル
!
?

(
教
育
社
会
四
年
卒
東
京
都
文
京
区
在
住
)

野

島

節

子

鬼
様
、
お
役
目
ご
苦
労
様
で
す
。
合
唱

で
も
ご
前
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
お
返

事
が
遅
れ
ま
し
た
が
十
六
回
は
外
せ
な
い

用
事
が
出
来
、
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
同
期
の
皆
様
、
お
目
に

か
か
れ
ず
お
り
ま
す
が
、
私
、
相
変
わ
ら

ず
で
す
。
健
康
第

一
の
年
代
と
な
り
ま
し

?

お
大
切
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
次
の

お
目
も
じ
の
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の

ご
き
げ
ん
よ
う
。

(教
育
粁
ム
古
田
年
卒
静
岡
県
沼
津
市
在
住
)

市

塚

守

韓
国
釜
山
新
維
大
学
に
て
講
師
を
し
て

い
ま
す
の
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

(教
育
社
会
刀
年
卒
群
馬
山
川
小
山
崎
市
在
住
)

く〉

飯

野

健

児

大
変
恐
縮
で
す
が
会
社
行
事
が
重
な
り

参
加
で
き
ま
せ
ん
。
同
窓
会
が
盛
会
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(教
育
社
会
四
年
ぃ
M
l

東
京
部
同
分
寺
市
在
住
)

λ
Y
O
Oゐ

x
y
v
o

鈴

木

英

一

当

H
、
別
件

(子
供
の
中
学
校
の
P
T

A
役
員
な
ぞ
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て

・・

)

が
あ
り
失
礼
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
保
護
観

察
官
と
い
う
肩
書
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

(教
育
社
会
部
年
卒
待
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
仕
住
)

X
V
O
A
X
Y
V
0
6
 

梶
塚

(旧
姓
木
村
)

典
子

ま
だ
子
供
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
今
回
は
都
合
に
よ
り
欠
席
い
た
し
ま
す

が
、
次
回
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
出
席
し

た
い
で
す
。
今
回
の
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー

や
会
の
様
子
な
ど
で
も
是
非
知
り
た
く
、

「
き
ょ
う
か
ん
」
の
ご
報
告
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

(
教
育
社
会
田
去
十
大
阪
府・仙
御
市
作
住
)

xv

。。人X
V
O
A
V

清

水

俊

雄

「
き
ょ
う
か
ん
」
十
一
号
で、

同
期
の

総
得
勇
氏
の
逝
去
を
知
り
大
変
地
き
ま
し

た
。
今
回
の
総
会
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん

が
、
ご
盛
会
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

(教
育
行
政
百
年
卒
群
馬
県
・
川
僑
市
在
住
)

佐
藤

またまた登幼「大先輩と後輩j

2年前と変らぬ若さ

役
員
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
二
十
五
年
前
の
結
成
準
備
か
ら

関
わ
っ
た
者
と
し
て
、
本
同
窓
会
の
存
続

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(教
育
行
政
回
年
-M
T

埼
玉
県
鐙
谷
市
在
住
)

望

月

久

折
角
ご
案
内
を
頂
き
な
が
ら
、
先
約
が

あ
り
出
席
が
叶
い
ま
せ
ん
。
「
き
ょ
う
か

ん
」
を
拝
見
し
な
が
ら
、
状
況
の
推
移
等

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
総
会

・
懇

親
会
の
ご
盛
会
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(教
育
行
政
W
年
卒
東
京
都
武
蔵
時
打
市
在
住
)

福

田

昭

夫

残
念
な
が
ら
、
都
合
に
よ
り
出
席
で
き

ま
せ
ん
。
今
後
、
東
北
大
学
教
育
学
部
凶

東
地
区
同
窓
会
の
増
々
の
ご
発
展
と
皆
様

お
ひ
と
り
お
一
人
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
、



平成 25年 11月l日

奥

泉

英

夫

家
庭
菜
園
で
の
野
菜
作
り
を
し
な
が
ら
、

地
元
の
刑
務
所
と
少
年
院
へ
時
々
出
か
け

て
、
個
別
面
接
(
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
)
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

い
ず
れ
も
定
年
の
な
い
活
動
な
の
で
、

国
民
の
為
、
日
本
の
為
全
力
で
頑
張
る
覚

悟
で
す
。(教

育
行
政
判
年
-
M
T

栃
木
県
日
光
市
在
住
)

浅

野

良

一

現
在
、
兵
庫
教
育
大
学
で
、
学
校
経
営
・

教
育
行
政
の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
ご
盛

会
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

(教
育
行
政
鴻
年
卒
大
阪
府
東
大
阪
市
在
住
)

猪

瀬

幸

夫

も
う
五
十
五
歳
で
す
。
年
の
せ
い
か
昔

の
学
生
時
代
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
茨
城
県
立
境
高
等
学
校
で
進

路
指
導
部
長
を
し
て
い
ま
す
。

(教
育
行
政
初
年
卒
茨
城
県
古
河
市
在
住
)

江

川

高

ご
案
内
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
席

届
が
大
変
遅
れ
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
前
回

は
都
合
で
欠
席
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

(教
育
心
理
窃
年
小
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
)

臨時増FlJサきょうかん(5) 

気
力
と
体
力
が
続
く
限
り
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す。

(教
育
心
理
知
年
卒
群
馬
県
前
橋
市
在
住
)

斎

藤

忠

士
山

今
年

の
三
月
で
や
っ
と
宮
仕
え
を
終
え

ま
し
た。

や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が

一
杯
あ
り
ま
す
が
、
身
体

が
つ

い
て
い
け
る
か
、
ど
う
か
。

(教
育
心
理
旧
年
卒
神
奈
川
県
被
浜
市
在
住
)

岡

崎

豊

「き

ょ
う
か
ん
」
創
刊
号
な
ど
に
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
の
頃
は
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。

今
で
は
パ
ソ
コ
ン
編
集
で
相
当

楽
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
編
集
担
当
の
方
の

労
を
ね、
さ
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

(教
育
心
理
四
年
卒
富
山
川
県
砺
波
市
在
住
)

木

村

祐

東
日
本
大
震
災
の
早
期
復
興
と
関
東
地

区
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

(教
育
心
理
四
年
半
千
葉
県
柏
市
在
住
)

会

田

元

明

入
院
中
の
所
で
し
た
が
、
自
宅
療
養
と

な
り
、
担
当
医
よ
り
奨
め
ら
れ
終
活
中
で

す
。
そ
の

一
環
と
し
て
所
属
し
て
い
る
学

会

・
団
体
等
を
す
べ
て
事
前
退
会
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
関
東

地
区
同
窓
会
も
退
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
了
承
下

，、?
、
。

‘
c
'v 

(教
育
心
理
四
年
以
ナ
栃
木
県
宇
都
宮
市
復
住
)

{事
務
局
よ
り
}

了
解
し
ま
し
た
。
手
続
き
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
体
お
大
事
に
。

る
0
9
6
9
0

菅

田

美

紀
子

前
回
関
東
地
区
間
窓
会
に
出
席
し
、
同

窓
の
先
輩

・
後
輩
諸
氏
と
お
目
に
か
か
り

東
北
大
出
身
で
あ
る
こ
と
に
久
し
ぶ
り
に

誇
り
を
持
ち
ま
し
た
。
や
は
り
同
窓
会
は

良
い
も
の
で
す
ね
。
き
ょ
う
か
ん
も
熟
読

し
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町
の
報
告
、
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
石
巻
生
ま
れ
で
す
。

(教
育
心
理
町
年
半
千
葉
県
柏
市
在
住
)

寺

嶋

洋

平

・

順

子

二
人
と
も
仕
事
の
関
係
で
都
令
が
つ
き

匹、J|
「今夜は最高!J 
至福のひと時

ま
せ
ん
。
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

(教
育
心
理
百
年
卒
千
葉
県
習
志
野
市
在
住
)

出

口

利

定

出
席
予
定
で
し
た
が
、
当
日
、
沖
縄
か

ら
夜
に
羽
田
若
の
た
め
欠
席
で
す
。
残
念

で
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

(教
育
心
現
百
年
一
M
T

東
京
都
練
馬
区
在
住
)

野
露

る
み
子

同
窓
会
運
営
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

神
奈
川
県
立
中
原
養
護
学
校
に
赴
任
し
て

五
年
目
は
、
知
的
障
害
教
育
部
門
、
高

2

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
ま
で
の

一

年
半
、
い
か
に
人
・
社
会
と
繋
が
る
力
を

つ
け
、
旅
立
た
せ
る
か
が
謀
題
で
す
。
近

く
で
障
害
者
雇
用
・
特
例
子
会
社
設
立
等

を
予
定
し
て
い
る
企
業
の
方
、
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
(
C
主
'
訪
日
『∞∞∞⑦
)

(教
育
心
理
的∞
年
卒
神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
)

吉

田

恵

子

山
梨
県
立
甲
府
西
高
等
学
校
で
、
国
語

の
教
員
を
し
て
い
ま
す
。
内
地
留
学
で
臨

床
心
理
士
の
資
格
を
取
得
し
た
関
係
で
、

教
育
相
談
業
務
に
も
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
盛
会
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(教
育
心
理
四
年
卒
山
梨
県
甲
府
市
在
住
)

鈴
木

貞
夫



(6) 

今
年
は
喜
寿
の
祝
う
会
が
、
山
形
で
高

校
の
同
期
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
出
か
け
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
川
崎
市
退

職
校
長
会
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

(
心
身
障
害
学
四
年
半
神
奈
川
県
横
浜
市
化
住
)

-'f成 251f 11 J1 I li 

大

沼

直

紀

盛
会
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
京

大

・
先
端
研
に
「
き
こ
え
の
バ
リ
ア
フ

リ
l
研
修
室
」
を
設
け
、
難
聴
相
談
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

(心
身
障
害
学
国
年
京
「
茨
城
県
つ
く
ば
市
化
住
)

臨時梢Flj号きょうかん

山

森

伸

子

母
校
教
育
学
部
の
再
生
(
新
生
)
を
信

じ
願
い
な
が
ら
、
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
心
身
障
市
六
時
r
w巾
年
半
利
点
布
川
県
川
崎
市
在
住
)

細

測

富

夫

所
用
の
た
め
、
出
席
で
き
ま
せ
ん
。
鳩

玉
大
学
で
教
員
を
し
て
い
ま
す
。

嵐
に
み
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。

(・心
身
障
害
学
刊
年
平
埼
京
県
さ
い
た
ま
市
在
住
)

改
革
の

菊

地

明

同
窓
会
の
皆
織
の
そ
の
道
の
説
蓄
を
傾

け
た
お
話
を
伺
い
、
交
流
で
き
る
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
い
機
会
で
す
。
こ
の
様
な

場
を
数
多
く
作
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
う

れ
し
い
で
す
。

(学
校
教
育
窃
冬
小
東
京
都
東
大
和
市
在
住
)

ヌ

高

橋

渥

子

大
学
を
出
て
か
ら
五
十
六
年
を
数
え
ま

す
今
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
様
に

エ
1

ル
を
お
送
り
し
た
い
今
日
こ
の
頃
で

す
総
会
の
ご
盛
会
を
祈

っ
て
お
り
ま
す
。

(学
校
教
育
部
年
半
俳
応
れ
宋

m市
在
住
)

2 

思い出話に花が咲きました

渡

辺

健

郎

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
日
、
先
に
決
ま
っ

た
所
用
あ
り
、
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
参
会
の
皆
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
ド
さ
い
。

二
ナ
校
教
育
四
年
半
神
奈
川
県
械
須
川
川
市
在
住

全

潮

田

良

一

郎

事
務
局
担
当
の
皆
様
方
に
は
、
何
か
と

お
世
話
に
な
り
御
尽
力
に
対
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
同
窓
の
仲
間
が
語
り
合
う
こ

と
は
有
意
義
で
あ
り
、
私
自
'
身
、
小
中
や

高
校
の
同
窓
会
の
代
表
を
務
め
て
来
ま
し

た
が
、
加
齢
的
な
老
化
の
現
象
か
ら
、
今

は
全
体
の
集
ま
り
等
は
解
散
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
あ
る
が
ま
ま
に
自
適
の
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
出
席
で
き
ず
申
訳
な

い
が
、
ご
備
会
を
祈
り
ま
す
。

(
ハ
干
校
教
育
W
ノま
γ

茨
城
県
ド
市
宮
市
伝
作
)

凸
X
X
V
0
0入
X
V
O凸
X
V
O
A
X
V
O
A
X
V。
凸

x
v。
A
X
Y
O凸
争

入

Y

S
入

苓
0

6

大
金

武
文

故
里
の
地
に
帰
り
、
や
は
り
地
元
大
学

や
歴
史
的
馴
染
(
閥
)
も
あ
り
ま
し
た
が

頑
張
り
、
登
竜
門
と
言
わ
れ
る
中
央
研
修
・

海
外
長
期
研
修
も
与
え
ら
れ
、
校
長
も
経

て
ま
あ
ま
あ
の
教
師
生
活
で
し
た
。
既
に

退
職
後
十
数
年
を
送
り
、
元
気
で
弓
道
(
退

職
後
)
の
趣
味
も
持
ち
、
加
齢
に
も
め
げ

ず
向
適
の
生
前
で
す
。
出
中
高
同
窓
と
の

親
し
い
交
流
も
あ
り
ま
す
。

(学
校
教
育
M
W
年
本
茨
城
県
常
陸
太
田
市
在
住
)

加
藤

万
喜
子

皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。
調
布
市
で
高
齢
者
福
祉
に
か

か
る
活
動
十
年
に
な
り
、
先

H
、
調
布
市

福
祉
大
会
の
席
上
、
表
彰
状
を
い
た
だ
き

幸
A
F
1レ
ト
~
。(円

子
校
教
育
四
年
wr
東
ボ
加
川内
布
市
在
住
)

V
A
V。
λ
X
V凸
X
V凸
X
V凸
X
V
A
X
V
A
Y
O
λ
y
g
A
X
O
A
V
A
X
V今
入

V
凸
X
V
A
X
V凸
X
V

金
野

久
子

講
師
、
佐
藤
門
哉
氏
の
こ
と
を
思
い
出

年の差を越えて盛り上がりました

し
ま
し
た
。
チ
リ
地
足
津
波
の
ニ
ュ
ー
ス

に
志
津
川
の
ご
実
家
へ
急
ぎ
帰
ら
れ
た
時

の
こ
と
を
。

(学
校
教
育
問
年
卒
栃
木
県
小
山
市
花
住
)

佐

藤

光

東
北
大
学
高
度
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
博
士

人
財
育
成
セ
ン
タ
ー
で
博
士
晶
子
生
並
び
に

P
D
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に

「元
気
だ

け
が
と
り
得
」
で
す
。

(ハ
子
校
教
育
例
年
半
神
奈
川
県
藤
沢
市
在
住
)

伊
藤

(旧
姓
加
藤
)
育
子

あ
れ
か
ら
間
十
五
年
以
上
も
過
ぎ
た
の

で
す
ね
。
今
、
静
岡
県
議
会
議
員
と
し
て
、

第
二
の
故
郷
、

仙
台
及
び
そ
の
周
辺
の
被

災
地
に
、
何
回
か
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
訪
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
仙
台
に
、
こ

う
い
う
形
で
再
会
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
日
々
で
す
。
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星

重
昭

渡
溢
仙
台
支
部
長
の
紹
介
で
関
東
地
区

同
窓
会
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
総
会
出

席
は
カ
ゼ
で
ダ
ウ
ン
、
叶
わ
ず
残
念
で
し

た
。
本
日
会
費
を
納
め
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
参
加

・
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(学
校
教
古
川
町
∞
卒
神
奈
川
県
被
浜
市
在
住
)

{事
務
局
よ
り
}

新
規
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
吋
午
校
教
育
四
年
卒
静
附
県
島
田
市
化
住
)

相

馬

敬

司

仙
台
を
出
て
四
十
六
年
、
去
年
と
今
年

は
、
岩
手
、
{
円
城
へ
何
度
も
足
を
は
こ
び
、

ね
こ
そ
ぎ
う
ば
わ
れ
た
大
地
、
仮
設
を
日

に
焼
き
付
け
、
友
人
た
ち
に
あ
っ
て
話
を

き
さ
、
一
棋
を
な
が
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

福
島
に
い
る
先
輩
の
街
に
は
ま
だ
い
っ
て

い
ま
せ
ん
。
天
災
と
人
災
に
対
し
て
の
そ

な
え
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
ま
す
。

(学
校
教
育
初
年
年
東
京
都
八
王
チ
市
在
住
)

石
森

ミ

ネ

子

「
き
ょ
う
か
ん
」
十
一
号
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
十

一
月
十
六
日
は
予
定

し
て
い
る
会
が
あ
り
失
礼
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
と
会
の
発
展
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

(学
校
教
育
m
'
V
束
京
都
墨
田
区
在
住
)

臨時増干Ijサきょうかん(7) 

「

3
1グ君
、
震で
賑
わ、h
A
悔

与
肱
E

l
-
-

二
島
干

-Y
14
f
f
'

間
イ
個
沢
(心
炉
護
軍
脅
玉寝
間畦
住)‘

食
今
年

の
二
月
と
八
月
に
東
京
都
国
立

市

・
は
っ

ぽ
ん
(
音
楽
居
酒
屋
)
で
開
催

さ
れ
た
プ
ル
l
グ
ラ
ス
・
ミ
ニ
フ
ェ
ス
(
首

都
闘
で
活
動
の
バ
ン
ド
二
団
体
+
東
北
大

ブ
ル

l
グ
ラ
ス
同
好
会
代
表
一
団
体
が
出

演
)
が
あ
り
後
輩
た
ち
の
応
援
に
出
か
け

ま
し
た。

ブ
ル
l
グ
ラ
ス
と
は
カ
ン
ト

リ
ー
音
楽
の

一
つ
で
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
な

ど
の
屯
気
楽
器
や
ド
ラ
ム
ス
や
管
楽
器
な

ど
は
使
用
し
な
い
弦
楽
器
だ
け
の
編
成
、

ゴ
ス

ペ
ル
の
よ
う
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
ボ
ー
カ

ル
も
重
視
す
る
ア
メ
リ
カ
民
族
音
楽
で
す
。

女
私
の
仙
台
時
代
一
九
五
八

1
六
二
年
は

軽
音
来
系
の
同
好
会
は
皆
無
で
し
た
。一

一

年
間
寝
起
き
を
し
た
自
治
寮

・
明
普
寮
の

文
化
部
員
と
し
て
キ
ン
グ
ス
ト
ン

・
ト
リ

オ
な
ど
の
レ
コ
ー
ド
を
購
入
、
寮
生
仲
間

で
聞
き
党
え
て
い
た
程
度

・・

。

一
方
、

東
大
で
は
回
一
cmmgz↓5
5
Z
B
な
ど
、

京
大
で
は
カ

レ
ッ
ジ
カ
ラ
ー
を
冠
し
た

り
R
RO
円
ミ
巧
お
O

コ
な
ど
が
活
躍
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
今
は
ブ
ル

l
グ
ラ
ス
と
い

え
ば
国
立
大
学
で
人
気
が
あ
り
、
北
大
、

東
北
大
、
神
戸
大
、
名
古
屋
大
あ
た
り
で

は
数
十
人
か
ら
宵
名
近
く
の
部
員
で
活
況
。

私
大
の
酪
農
大
学
と
大
谷
大
学
を
加
え
、

ブ
ル

l
グ
ラ
ス
六
大
学
バ
ン
ド
合
戦
な
ど

も
誕
生
し
そ
う
な
勢
い
で
す
。

安
二
月
に

φ

北
風
め
が
ね
。
で
参
加
し
た

東
北
大
バ
ン
ド
は
、
八
月
に
は
鈴
木
唱
平

(ギ
タ
l
・茨
城
)
率
い
る

。
ハ
ム
モ
ン
ズ
。

「
写
真
」
と
し
て
登
場
、
キ
ュ

!
ト
な
笑

顔
で
リ
ズ
ム
を
刻
む
高
坂
佳
世
子
(
ベ

ー

ス
・
宮
城
)
は
文
学
部
だ
が
、
鈴
木
は
工

学
部
、
浅
野
長
平
(
マ
ン
ド
リ
ン
・
広
島
)
、

柳
瀬
咲
子
(
バ
ン
ジ
ョ
ー

-
茨
城
)
、
荒

川
善
行
(
フ
ィ
ド
ル
・
埼
玉
)
も
す
べ
て

理
系
。
そ
れ
に
し
て
も
結
成
一
年
で
こ
れ

ほ
ど
の
演
奏
、
歌
唱
、
ハ
モ
リ
が
実
現
す

る
と
は

・
・
・
、
客
席
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

世
代
を
ふ
く
め
み
な
唯
々
驚
く
ば
か
り
。

ア

ン

コ

ー

ル

に

は

印

72
自
己0
芸

p
g
E
O者
ロ
で
応
え
、
大
喝
采
を
浴
び

ま
し
た
。
仙
台
か
ら
六
時
聞
か
け
て
一
台

の
車
で
上
京、

帰
り
は
五
人
ば
ら
ば
ら
に

里
帰
り
や
夏
休
み
の
お
楽
し
み
で
す
。

な

お
、
十

一
月
三
十
日
に
は
東
北
大
学
か
ら

は
女
性
巾
心
の
バ
ン
ド
が
参
加
し
て
開
催

演奏中の「ハムモンズ」

さ
れ
ま
す
。
こ
興
味
の
あ
る
同
窓
生
の
み

な
さ
ま
は
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

謹
一報
「
き
ょ
う
か
ん
」
誕
生
逸
話

今
年
九
月
に
行
わ
れ
た
役
員
会
の
席
上

で
、
あ
る
役
員
か
ら
「
き
ょ
う
か
ん
」
の

命
名
経
緯
と
揮
事
者
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
三
年

一
月

一
日
発
行

の
創
刊
号
以
来
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
の

お
か
げ
で
二
十
二
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
創
刊
号
に
当

時
事
務
局
長
だ

っ
た
河
田
喬
夫
氏

(教
社

日
年
卒

-m年
逝
ま
)
が
詳
述
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
転
載
・
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
会
報
の
誌
名
と
題
字
」

会
報
に
ど
ん
な
命
名
を
し
た
ら
よ
い
も

の
か
困
惑
し
ま
し
た
。

五
字
と
い
う
の
が
比
較
的
落
ち
着
く
と

も
聞
い
て
い
ま
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
東
北

大
学
教
育
学
部
関
東
地
区
同
窓
会
に
因
み
、

教
と
閑
を
採
り
、
仮
名
書
で
、

『き
ょ
う

か
ん
』
と
し
、
東
北
大
を
冠
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

『き
ょ
う
か
ん
」
の
文
字
に
、
仙
台
で

の
日
々
に
寄
せ
る
、
お
互
い
の
共
感
、
学

び
の
故
郷
を
旅
立
っ
て
き
た
者
と
し
て
の

郷
関
、
の
{
同
意
を
託
し
て
み
ま
し
た
。
題

字
の
海
草
は
、
江
川
売
会
長
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
書
初
め
に
備
え
て

と
い
う
口
上
で
懇
話
・

・
・
感
謝
い
た
し

ま
す
。

(
事
務
局
)
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(
こ
第
十
二
期
役
員

(
O印
新
任
)

(次
の
方
々
が
今
期
の
お
世
話
役
で
す
)

会

長

星

永

揚

(

社

会

初

)

副

会

長

堀

能

英

夫

(

社

会

加

)

阿

部

孝

(行
政
W
)

事
務
局
長

O
小

林

昭

文

(
哲
学
町内
)

幹

事

田

沢

良

介

(心
障
官
)

今
野
正
保
(
学
校
四
)

小

玉

幸

彦

(社
会
臼
)

小

熊

順

子

(心
理
的
)

O
鬼

宗

久

(学
校
四
)

笹
川
智
恵
子
(
哲
学
四
)

徳

田

英

明

(心
理
加
)

木
戸
裕
(
哲
学
町
内
)

長
沼
真
五
口
(
行
政
明
)

奥

住

秀

之

(心
障
別
)

会
計
監
査
菊
谷
邦
雄
(
社
会
印
)

高

橋

敏

行

(心
障
沼
)

顧

問

江
川

亮

(心
理
百
)

大
曾
根
良
衛
(
哲
学
百
)

菊

地

明

(学
校
百
)

小
林
幸
一

郎

(
社
会
国
)

越
河

六
郎

(心
理
加
)

家

根

敏

明

(社
会
加
)

荒

木

康

(

行

政

明

)

幹
事
の
藤
野
博
氏

(心
際
別
)
は

一
身
上

の
事
由
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
九
月
辞
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
協
力
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
ノ
l
卜
か
う

平成25年 11月 1LI 臨時増干1)号きょうかん

(二
)
恩
師
の
慶
弔
関
係

{叙
勲
}

松
井

一
麿

(ま
つ
い
い
ち
ま
ろ
)
先
生

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
九
日
の

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

{計
報
}

寺

m

晃

(
て
ら
だ
あ
き
ら
)
先
生

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
九
円
逝
去

(八
十
二
歳
)
。
従
四
位
瑞
主
小
綬
章

を
叙
位
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

(三
)
第

一
回
役
員
会
の
概
要
報
告

(
実
胞
日
)
平
成
二
十
五
年
九
月
五
円

(
会
場
)
学
士
会
館
東
北
大
東
京
連
絡
所

(出
席
者
)
星
、
堀
筒
、
阿
部
、
小
林、

田
沢
、
小
玉
、
小
熊
、
鬼
、

(第 12期第1回役員会)

(9/5学士会館東京連絡事務所)

菊
谷
、
古
川
橋

以
上
十
二
名

(内
容
)
①
第
十
二
回
総
会
・
懇
親
会
の

実
施
状
況
報
告
と
確
認

②
第
十
二
期
維
持
会
貨
の
納
入

状
況
と
対
応
に
つ
い
て

③
活
動
状
況
の
報
告
し
し
今
後
の

事
業
予
定
の
確
認

*
臨
時
増
刊
号
の
発
行

*
本
部

・
仙
台
支
'出
と
の
交

流
活
性
化

*
関
東
支
部
会
員
名
簿
の
改

訂
に
つ
い
て

*
そ
の
他
意
見
交
換

笹
川

長
沼
、

(四
)
会
員
拡
大
活
動
に
ご
協
力
を

関
東
支
部
に
は
、
現
在
知
名
の
方
が
会
員

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
攻
似
内
訳
は、

教
育
哲
学
位
名
、
教
育
社
会
予
釘
名
、
教

育
行
政
学
問
名
、
教
育
心
理
学
引
名
、
心

身
障
害
学
品
名
、
学
校
教
育
宇
幻
名
で
す
。

残
念
-
な
が
ら
年
齢
府
の
上
斜
に
伴
い
加
入

者
数
が
漸
減
傾
向
に
あ
り
、

若
手
層
の
発

掘
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
本
部
同
窓

会
と
も
連
携
し
、
今
期
の
重
点
泊
動
と
し

て
取
り
組
む
所
存
で
す
。
お
知
合
い
で
未

加
入
の
同
窓
生
に
加
入
を
お
勧
め
下
さ
い
。

加
入
希
望
の
方
を
事
務
局
に
お
知
ら
せ
頂

け
れ
ば
会
報
を
送
る
等
の
フ
ォ
ロ
ー
活
動

を
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

圏
直
圏
直
圃

第
十
二
期
よ
り
鬼
宗
久
氏
(
学
校

・

ω

年
卒
)
の
後
任
と
し
て
事
務
局
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
哲
学
苅
年
卒
の
小

林
昭
文
と
申
し
ま
す
。
私
立
中
高
一
貫
校

で
英
語
教
員
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
総
会
や
懇
親
会
に
楽
し
く
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、

事
務
局
お
手
伝
い
と
な
り
運
営
の
「実
態
」

に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
士
会

館
地
下
の
東
北
大
学
東
京
連
絡
事
務
所
で

開
催
さ
れ
る
役
員
会
で
は
、
星
会
長
は
じ

め
役
員
の
皆
さ
ん

(訂
正
、

「大
先
輩
方
」

で
す
)
が
会
務
や
諸
事
業
の
運
営
に
、
渉

外
活
動
に
、

そ
し
て
広
報
活
動
に
と
ご
尺
、

力
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
大
変
な
と
こ

ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
同
時
に
、
何
と
楽
し
そ
う
に
柔
ら
か

に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
も
の
だ
な
あ
と
も

感
じ
ま
し
た
。

と
き
に
東
北
震
災
復
興
の
実
情
に
迫
り

(
社
会

・
佐
藤
門
哉

氏

前

号
)
、
と
き
に

百
周
年
記
念
講
演
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
を

伝
え
(
堀
能
副
会
長
本
号
)
、
母
校
の

研
究
第

一
、
門
戸
開
放
は
卒
業
後
も
健
在
、

と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
同
窓
会
の
運
営
に
少
し
で
も
お

役
に
た
で
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

小
林
)




